
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】
都道府県名 北 海 道

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
深川市立深川小学校学校名

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
２ ３ ２ ３ ３ ３ ２ １８学級数
７５ ９１ ７３ ９３ ９２ ８６ ４ ５１４ ２６児童数

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

自らを磨き、逞しく生きる子の育成
～一人一人に確かな力を育む算数科の授業を目指して～

２．研究内容と方法
(１)実施学年・教科

４年生算数（一人一人の学習状況に対応するため、個に応じた指導の充実を図る)・
５年生算数（少人数学習を通して、基礎・基本の徹底を図る)・
６年生算数（少人数学習を通して、基礎・基本の徹底を図る)・

(２)年次計画

○テーマ 一人一人に確かな力を育む授業をめざして
○仮 説 (１)個に応じたきめ細かな指導により、一人一人が自分の力を発揮しな平

がら、問題を解決することができるようになる。成
(２)自力解決の手立てを工夫することにより、自ら学ぶ力を身に付ける14

ることができるようになる。年
○研究の内容・方法度

(１)個の能力、特性に応じた指導方法・指導形態の工夫改善
(２)評価を生かしたＴ・Ｔによる授業の在り方とＴ１、Ｔ２の役割の明

確化

○テーマ 一人一人に確かな力を育む算数科の授業を目指して
○仮 説 (１)少人数指導やティーム・ティーチングによる授業など、個に応じた平

きめ細かな指導や評価を工夫することにより、一人一人が自分の力成
を発揮しながら、問題を解決することができるだろう。15

(２)算数的活動を促す教材・教具の開発や数量や図形に対する豊かな感年
覚を身に付ける場や機会を工夫することにより、自ら学ぶ力を付け度
ることができるだろう。

(３)個別指導と集団解決の場面を組み合わせた指導過程を工夫すること
により、共に認め合い、助け合い、高まり合おうとするだろう。

○研究内容・方法
(１)個に応じた学習指導の改善
(２)学習内容を深化・補充するための教材の開発
(３)個の願いを生かした課題づくりや振り返り・評価の工夫



○テーマ 一人一人に確かな力を育む算数科の授業を目指して
○仮 説 (１)少人数指導やティーム・ティーチングによる授業など、個に応じた平

きめ細かな指導や評価を工夫することにより、一人一人が自分の力成
を発揮しながら、問題を解決することができるだろう。16

(２)算数的活動を促す教材・教具の開発や数量や図形に対する豊かな感年
感覚を身に付ける場や機会を工夫することにより、自ら学ぶ力を付度
つけることができるだろう。

(３)個別指導と集団解決の場面を組み合わせた指導過程を工夫すること
により、共に認め合い、助け合い、高まり合おうとするだろう。

○研究内容・方法
(１)個に応じた学習指導の改善
(２)学習内容を深化・補充するための教材の開発
(３)個の願いを生かした課題づくりや振り返り・評価の工夫
(４)研究のまとめ

(３)研究推進体制

平成１４年度は，フロンティア事業推進担当（メンバー：教頭・ﾌﾛﾝﾃｨｱ加配教員・○
指導法改善加配教員）が中心となっての研究推進であった。

○平成１５年度からは、研究部を中心とした学校全体の研究体制となった。月２回程
度の研修時間を確保し、学年部会や全体研修を行い、学級における実践を基にして、
学年を中心に研修を進めてきた。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・個に応じた指導により、基礎・基本の定着が図られつつある。特に「数と計算」に関
関する領域では、少人数指導を取り入れた授業展開が有効である。

・複数の教師が連携し評価観を交流することにより、児童を多面的にとらえられるよう
になった。

・児童の発言や活動の場や機会が増し、一人一人が考えや思いを発表できるようになっ
た。

・個別の対応が可能となったため、発展プリントの活用等で自主的な学習態度を高める
ことができた。

２．今後の課題

・児童一人一人の特性をとらえ、習熟度別指導を位置付けるなど、指導の手立てを工夫
し、個に応じた指導を進めることが必要である。

・児童の意欲を高め，多様な考えを引き出すために，学習課題や活動を工夫する必要が
ある。

・指導者同士で評定の仕方などについて共通理解を深める必要がある。



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

＊学力検査の実施（毎年１回 ４月に実施）
＊１学期末に、児童にティーム・ティーチングや少人数による授業について
のアンケートを実施した。
＊年度末に，児童および教員にティーム・ティーチングや少人数による授業
についてのアンケートを実施する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

年度当初より，懇談会や各種通信等でフロンティアスクールの事業内容や研究内容に
ついて，保護者や地域に説明するとともに，参観日に地域の方や保護者に本事業の授業を
公開している。また，今年度は１１月２６日に指導主事を招聘して管内規模の公開授業を
実施し，研究協議を行った。

◇次の項目ごとに，該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 ■１４年度からの継続校

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
■１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 ■少人数指導 ■Ｔ．Ｔによる指導
□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 ■算数 □理科
□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■有 □無
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